
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

千

葉

市

要

町

二

‐
八

盆
事

軍

会
態

（鋏
電
Ｖ
一九
二
五
１
六
ム
盆
Ｏ

Ｑ瑠
二
２
）七
二
０
七

当
局
、権
力
、土
屋
一ズ
の
弾
圧
故
対
こ
国
ね
の
け

ろ
壺
躯
憲
勢
ご
２
ト
フ
丁
夭
盗
献
衛
′

佐
倉
支
部
は
、
堀

口
支
部
長
を
先
頭
に

一
二
〇
名
組
合

員

一
九
と
な

っ
て
二
月

二
日
午
前
零
時

を
期
し

て
自

ら
の
一

手
で
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
列

車
を
止
め
る
歴
史
的
な

二
月
決
戦

ス
ト
ラ
イ
キ
に
突

入
し
た
。
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昨
年

二
月
三
〇

日
、
新
生
佐
倉
支
部
結
成
以
来
約

一
年
、

「
本
部
」
革

マ
ル
反
動
分
子
と
裏

切
り
分
子
土
屋

一
派

一

と
の
連

日
連
夜

に
わ
た
る
し
烈

な
聞

い
の
中

で
執
行
部
と
組
合
員
、
組
合
員
相

互
の
間

の
信
頼
感
と
連

帯
感
は
、
か

一

つ
て
な
く
強

ま
り
、
そ
し

て
な
に
ょ
り
も
、

二
月
十
九
日
以
降
、　
一
週
間

に
わ

た
る

ス
ト
破

り
助

役
機
関
士
線
見
阻

一

止
闘
争
を
闘

う
中
で
佐
倉
支
部

の
団
結
力
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
高

め
ら
れ
、
今
、

こ
の
団

結
力
、
組
識
力
を
も

っ
て
一

二
月
決
戦

ス
ト
ラ
イ
キ
に
突

入
し
た

の
で
あ
る
。

三 里 塚・ジ エ ッ ト闘 争 貫 徹 .パ 国 鉄 35万 人 体 制 1粉 砕/

全 組 合 員 。家 族の強 固な 団 結で組織 711壊 攻 撃 を粉砕せよ./

二
五
〇
名
の
結
集
で
熱
気
あ

ふ
れ
る
ス
ト
突
入
前
夜
集
会

佐
倉

支
部
に
お
け

る

二
月
決
戦

ス
ト

突
入
前
夜

総
決
起
集
会
は
、
佐
合
支
部

を
は
じ

め
各
支
部
動
員

者
と
昼
間

の
成

田
市

で
の
反
対
司
盟
主
催

の
全
国
総
決

起
集
会
に
参
加
し
た
動

員
者
も
合
流
し

て
総
勢

二
五
〇
名
が
結
集
し

て
十
七
時

五
〇

分
ょ
り
機
関
区
庁
舎
前
で
開
催
さ

れ
た
。

集
会
は
、
田
中
本
部
青
年
部
長

の
音

頭
で
全
体
が

ス
ト
貫
徹

の
決
意

を
込
め

た
力
強

い
シ

ュ
ブ

レ
ヒ
コ
ー

ル
を
行
な

っ
た
後
、
高
橋
本
部

執
行
委
員

の
司
会

の
も
と

で
、
ま
ず
本
部
闘
争
委
員
会

を

代
表
し
て
関
川
委
員
長

か
ら

「
あ
ら
ゆ

る
困
難
を
の
り

こ
え

て
、

ス
ト
ラ
イ
キ

貫
徹

に
む
か

っ
て
最
先
頭

で
闘

い
抜
く
」

と

の
固

い
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

続

い
て
、
新
小
岩
、
幕
張
、
勝
浦
、

館
山

の
各
支
部
代
表
か
ら

「
佐
倉

・
成

田
の
全
組
合
員
と
共

に
三
月
決
戦
を
闘

う
」
と

の
決
意
表
明

が
行
な
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
吉
岡
本
部

教

宣
部

長
か
ら

の

「
わ

が
動
労
千
葉

の
三
月
決
戦

ス
ト

ラ
イ

キ
の
も

つ
意
義

を
は

っ
き
り
と
自

覚
し
、
確
信

を
も

っ
て

一
三
〇
〇
組
合

員
が

一
九
と
な

っ
て
、
ぁ
ら
ゆ
る
弾

圧

と

ス
ト
圧
殺
攻
撃

を
は
ね
の
け
断
口
闘

い
抜

こ
う
」
と

の
基
調
報
告
を
全
体

で

確
認
し
、
最
後

に
佐
倉
支
部
か
ら
堀

□

支
部
長
、
田
中
青
年
部
長

の
決
意
表
明

を
受
け
、
た
だ
ち

に
佐
倉
支
部
青
年
部

を
先
頭
に
構
内

デ

モ
に
出
発
。
デ

モ
の

途
中

で
、
反
対
同
電

の
北
原
事
務
局
長
、

故
戸
村
委

員
長

の
奥

さ
ん
を
は
じ

め
五

名

の
同
濡
役
負

が
か
け

っ
け

、
北
原

さ

ん
か
ら

「
動
労
千
葉

の
開

い
は
、
労
働

者

の
鏡
だ
、
三
里
塚
闘
争
は
、
全
人
民

の
関
い

で
勝
利
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
佐
倉
の
皆
さ
ん
、
動
労
『
本
部

』

革

マ
ル
分
子
か
ら
の
妨
害
や
敵
対
を
は

ね
の
け

て
闘

っ
て
欲
し
い
…
…
」
と

の

熱

い
連
帯

の
あ

い
さ

っ
を
受
け
、
十
九

時
す
ぎ
、
組
合
歌
合
唱

・
団
結

ガ

ン
バ

ロ
ー
を
三
唱
し
て
全
体
集
会

・
デ

モ
を

終
了
し
た
。

こ
う
し

て
集
会
は
、
ぁ
と
数
時
間

に

せ
ま

つ
た
歴
史
的

ス
ト
ラ
イ
キ
を
、
当

局

・
権
力

の
不
当
弾
圧

・
介

人
を
粉
砕

し
、

「
本
部
」
土
屋

一
派

の
公
然
た
る

裏
切
り
と
敵
対
を
は
ね

の
け

て
断
固
貫

徹
す
る
決
意
を
固
め
る
も

の
と
し
て
正

倒
的

に
か
ち
と
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
国
鉄
当
局
は
、
権
力

・
公

安
、
局
課
員
を
機
関
区
周

辺
に
配
置
し

わ
れ
わ
れ

の
集
会

に
対
し
弾

圧

・
介
入

せ
ん
と
し

て
（
た

が
ヽ
わ
れ
わ
れ

の

一

糸
み
だ
れ

ぬ
断
日
た

る
集
会
と
デ

モ
に

圧
倒
さ
れ
、　
一
指
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

食
事

・
休
憩

の
後
、
支
援

に
か
け

っ

け
た

日
本
原
の
鷲

田
さ
ん
、
杉

並
区
議

の
長
谷
川
さ
ん
、
北
富
士

闘
争
連

絡
会

の
安
藤
さ
ん
を
迎
え

て
検
修
詰
所
で
集

会
を
開
く
っ

い
よ

い
ょ
、
二
十
三
時

三
Ｃ
分
、
ス
ト

突

入
集
会

だ
。
佐
倉

を
は
じ

め
各
支
部

か
ら

の
ス
ト
防

衛
、
ろ
う
城
動
員

者
約

六
〇
名
が
結
集

す
る
中
で
堀

コ
支
部
長

が
本
部
か
ら

の

ス
ト
突
入
指
令
を
読

み

上
げ
る
。
結
集

し
た

一
人

一
人

の
顔

て

当
局

。

「
本
部

」
上
屋

一
派

の

ス
■
破

り
を
許
さ
ず
闘
う
決

意
が
み
な
ぎ

る
。

い
ざ

、

ス
ト
突

入
だ

っ

「
本
部

」
土
屋

一
派
の
裏
切

り
と

ス
ト
破
り
を
許
す
な

一
方
、

「
本
部

一
土
屋

一
派

つ
佐
倉

支
部

三
役
∧
山

下
（
庄

）
、
鈴
木
（
正
し
、
土

屋
粋
Ｖ
は
、
何
ん
と
二
月

五
日
ま
で

年

体
を
と

っ
て
く
も
が
く
れ
を
き

め
と

み

わ
れ
わ
れ

の
ス
ト

ラ
イ
キ
初

日
に
一は
全

く
職
場
に
姿
を
現

わ
さ
な
か

っ
た
の
だ
っ

そ
し

て
、
本
部
派
組
合
員
に
対
し
、

当
局
は
公
安

の
警
備

を
要
請

し
、
機
関

区
庁
合

に
入

っ
た
と
き
か
ら
機
関
車

に

乗
る
ま
で
公
安

・
当
局
が

つ
き

っ
き
り

で
警

護

を
行
な

っ
て
い
る

の
で
あ
．る
。

こ
う
し

て
、
佐
倉
支
部

に
お
け
．る

ス

ト
ラ
イ
キ
初
日
の
闘
い
は
、
わ
が
動
労
千
葉

の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
敵
対
し
、
当
局
の
側

に
身

を
よ
せ
、
協
力
す

る
も

の
の

ハ
レ

ン
チ
な
姿

を
全
組
合
員

の
前

に
さ
ら
け

だ
し
た

の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は

こ
の
初

日
の
闘

い
の

成

果
を
も

っ
て
二
月
決
戦

ス
ト
貫
徹
一に
む

け
奮
闘
し

よ
う
。
　
　
　
　
　
　

．


